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各
委
員
会
で
議
論
と
な
っ
た
も
の
を
委
員
長
が
ま
と
め

た
も
の
で
す
。�

　
委
員
会
で
は
、
一
般
会
計
と

２
特
別
会
計
の
計
３
補
正
予
算

を
審
査
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

に
て
可
決
し
た
。�

　
一
般
会
計
は
、
障
害
者
基
本

福
祉
計
画
第
二
期
策
定
の
た
め

の
調
査
費
用
１
３
２
万
円
や
母

子
家
庭
の
増
加
に
伴
う
児
童
扶

養
手
当
１
，
３
９
０
万
円
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
用
地
の
購

入
費
１
，
９
０
０
万
円
と
昨
年

に
続
き
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

事
業
を
行
う
た
め
の
経
費
８
６

４
万
円
な
ど
で
あ
る
。�

　
審
査
の
中
で
は
、
児
童
扶
養

手
当
の
費
用
が
国
負
担
４
分
の

３
か
ら
現
在
３
分
の
１
に
変
更

さ
れ
、
残
り
は
税
源
委
譲
に
伴

う
国
交
付
金
と
し
て
措
置
さ
れ

て
い
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。�

　
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
で
は
、

昨
年
の
実
績
が
現
在
の
医
療
費

に
ど
う
成
果
と
し
て
現
れ
て
い

る
か
の
明
確
な
調
査
は
で
き
て

い
な
い
が
、
健
診
結
果
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
は
把
握
し
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。�

　
新
設
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
完
成
後
の
現
在
の
施
設
（

市
役
所
敷
地
内
）
は
包
括
介
護

支
援
の
た
め
の
施
設
と
し
て
今

後
活
用
し
た
い
と
の
こ
と
。�

　
国
保
特
別
会
計
は
、
国
庫
負

担
金
や
退
職
者
医
療
に
伴
う
給

付
費
の
確
定
に
よ
る
国
へ
の
返

還
金
４
，
２
４
４
万
円
。�

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
地

域
支
援
事
業
に
伴
う
国
へ
の
返

還
金
１
１
９
万
円
で
あ
る
。�

�
　
委
員
会
で
は
、
条
例
制
定
・

改
正
２
件
、
補
正
予
算
５
件
、

訴
え
の
提
起
１
件
の
審
査
を
行

い
全
議
案
を
可
決
し
た
。�

　
筑
後
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
は
、
環
境
対
策
審
議
会
に
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
見
直

し
を
諮
問
し
、
審
議
会
で
指
定

ゴ
ミ
大
袋
10
枚
２
０
０
円
を
４

０
０
円
に
、
小
袋
１
５
０
円
を

２
０
０
円
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
の
答
申
を
う
け
て
の
条
例

改
正
。
委
員
か
ら
は
「
な
ぜ
今

の
時
期
に
改
正
す
る
の
か
」
「

値
上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
使
い

道
の
決
定
後
で
は
ど
う
か
」
と

の
意
見
や
、
「
焼
却
処
理
費
は

大
袋
一
枚
当
た
り
１
１
０
円
か

か
っ
て
お
り
、
そ
の
差
額
は
行

政
負
担
で
あ
る
、
今
議
会
で
決

定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
時
間

を
か
け
て
説
明
す
べ
き
」
と
の

意
見
も
で
た
。執
行
部
か
ら
は
、

今
議
会
の
可
決
後
に
各
行
政
区

で
説
明
会
を
開
く
と
の
答
弁
が

あ
り
賛
成
多
数
に
て
可
決
し
た
。�

　
筑
後
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
現
在

南
西
部
活
性
化
等
の
一
つ
と
し

て
古
島
校
区
に
建
設
中
の
、
市

営
住
宅
40
戸
の
う
ち
10
戸
が
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
で
あ
り
、

こ
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て

条
例
を
定
め
る
も
の
。
こ
の
住

宅
は
、
中
堅
所
得
者
層
を
中
心

に
、
建
設
費
に
係
る
補
助
を
う

け
、
地
域
の
実
状
に
よ
り
建
設

す
る
も
の
。
全
員
賛
成
に
て
可

決
さ
れ
た
。�

�

第
一
期
の
障
害
者
基
本
計
画
�

　
委
員
会
審
査
は
補
正
予
算
、

専
決
処
分
、
意
見
書
各
一
件
で

内
容
と
結
果
に
つ
い
て
は
、
第

１
条
中
、
歳
入
１
億
１
，
７
０

７
万
５
，
０
０
０
円
の
増
額
補

正
で
あ
り
予
算
総
額
１
４
３
億

７
，
９
４
８
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。�

　
歳
出
、
総
務
費
６
５
０
万
円

は
法
人
市
民
税
還
付
及
び
加
算

金
の
増
加
に
伴
う
増
額
で
あ
る
。�

　
教
育
費
文
化
財
保
護
に
関
す

る
経
費
１
，
０
０
８
万
７
，
０

０
０
円
は
九
州
新
幹
線
本
線
工

事
箇
所
の
文
化
財
発
掘
調
査
の�

（
独
）
鉄
道
運
輸
機
構
（
略
称
）

よ
り
の
調
査
受
託
業
務
で
あ
る
。

　
審
査
で
調
査
業
務
の
時
間
短

縮
へ
努
力
を
と
意
見
が
あ
っ
た
。�

第
３
条
は
水
道
事
業
出
資
債
８

０
万
円
の
起
債
追
加
と
現
年
補

助
災
害
復
旧
事
業
債
２
１
０
万

円
を
６
９
０
万
円
に
増
額
変
更

す
る
も
の
で
、
審
査
結
果
は
全

員
賛
成
に
て
原
案
可
決
し
た
。�

　
専
決
処
分
は
、
予
定
納
税
さ

れ
て
い
た
大
手
企
業
の
法
人
市

民
税
が
、
確
定
申
告
に
よ
り
納

税
額
が
確
定
し
、
３
，
１
１
８

万
３
，
０
０
０
円
の
市
税
還
付

及
び
加
算
金
を
要
し
た
専
決
処

分
で
、
審
査
の
結
果
全
員
賛
成

で
原
案
可
決
し
た
。�

　
意
見
書
案
第
３
号
は
教
育
予

算
の
確
保
と
充
実
を
求
め
る
も

の
で
、
６
月
議
会
で
提
出
・
撤

回
の
意
見
文
を
改
め
て
の
再
提

出
で
あ
る
。
審
査
の
結
果
あ
て

先
氏
名
を
除
き
、
全
員
賛
成
で

原
案
可
決
し
た
。�

�


